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 医政医発0331第 2号（平成27年 3月 31日）「診療放射線技師法及び臨床検査技師等に
関する法律の一部改正の施行等について」の中には、診療放射線技師の業務範囲の見直しにつ
いて新たな業務に関する留意事項として業務範囲に追加される3点が記載されている。続い
て、新たな業務の研修に関する留意事項として「診療放射線技師が新たな業務を行うに当たっ
ては、法令に研修の受講が義務づけられてはいないが、その養成課程において新たな業務に係
る教育を受けていない診療放射線技師については、医療安全の確保の観点から、新たな業務に
先立って、公益社団法人日本診療放射線技師会（以下 JARTという）が実施する研修を受ける
必要があること。」と明記されている。 
 本会は JARTの関係団体として昨年同研修の1回目を開催した。本年度も続けて重点的に取
り組んで行く所存である。本年度中に県内の診療放射線技師全ての研修を実施することは不可
能と考えられるので継続的に取り組んで行く所存である。次に、第6回東北放射線医療技術学
術大会が10月 22日～23日に秋田市にぎわい交流館AUを会場に開催される。本学術大会も
主催団体として成功裏に終えることが出来るよう会員各位に主体的に参画していただきたいと
考えている。各県から来て下さる診療放射線技師の方々に当県の良さをアピールする良い機会
である。秋田県のにぎわい創生・活力増強につなげていきたいと考えているので、本学術大会
には演題申し込みも合わせて、是非参加をお願い申し上げます。 
 本法人の「目的」は、「医用放射線の安全利用による疾病の診断及び治療その他健康増進の
ための啓発普及、診療放射線学の向上発達を図るための学術研究等に関する事業を行い、もっ
て県民の健康福祉の向上に寄与することを目的とする」とあり、大いに県民の健康福祉の向上
に努力をする必要がある。他方、放射線の専門家としての側面が求められている。 
 通常の放射線検査・治療業務に加えて、防護の最適化（患者の被ばく線量の評価、医療機器
の安全管理（機器の点検整備（照射線量の管理）や安全使用）、エックス線診療室の漏えい線
量の管理（公衆の被ばく防護）、放射線業務従事者の職業被ばく管理）なども業務範疇であ
る。幅広い業務に対応するには、生涯学習や研究活動への積極的な取り組みと人材育成が大変
重要となるので今後も取り組む所存である。 
 ところで、当年度より58歳以上の年会費を三千円とした。これによる会費の減収はある
が、高齢化社会になってより長く技師会活動に携わっていただくことを念頭に検討した結果で
ある。定年になっても長く技師会活動へのご支援をお願い申し上げます。合わせて初年度入会
の入会金を廃止した。入会時の負担が軽減されたことで入会し易くなっている。会員各位には
是非とも初年度の入会を勧めて下さるようお願い申し上げます。 
 
【１．放射線技術の普及・啓発事業；公１】 
１）レントゲン週間公開事業の開催；公１ 



医療放射線画像展2016を平成28年 11月 5日（土）、アルヴェきらめき広場で開催する。 
２）相談・助言に関する事業；公１ 
ホームページ上に「医療被ばく相談」を設け、県民を対象とした医療被ばく相談に対応する。
医療放射線画像展でも医療被ばく相談や放射線検査に関わる相談を行う。 
３）その他の普及・啓発事業；公１ 
あけぼの会主催の母の日キャンペーン；平成28年 5月 8日（日）秋田駅前「買い物広場」・
ピンクリボンキャンペーン2016inAKITA；平成28年 11月 6日（日）アルヴェきらめき広
場で乳がん検診啓発活動（パンフレット、リーフレットの配布、検診内容の説明）を実施す
る。 
 
【２．調査・研究事業；公１】 
「放射線機器の保守契約の動向」についてアンケート調査を行う。調査結果は、研修会並びに
当法人のHPで公開する。 
 
【３．学会、その他の研修事業；公１】 
１）学術大会に関する事業；公１ 
第 76回公益社団法人秋田県診療放射線技師会定時社員総会・特別講演会を平成28年 5月 21
日（土）にぎわい交流館AU（3F）多目的ホールで開催する。平成28年度公益社団法人秋田
県診療放射線技師会学術大会並びに学術講演会を平成28年 5月 22日（日）にぎわい交流館
AU（3F）多目的ホールで開催する。平成28年度県北支部総会並びに第101回学術大会を平
成29年 2月 25日（土）～2月 26日（日）に開催する。平成28年度中央支部総会及び教育
講演を平成29年 2月 24日（金）に開催する。平成28年度県南支部総会並びに学術大会を
平成29年 3月 4日（土）に開催する。 
 
２）講演会、講習会等に関する事業；公１ 
診療放射線技師や医療従事者を対象に講演会や講習会及び研修会を開催し、県内3支部（県
北・中央・県南）でも開催する。また、秋田県健康福祉部の補助事業として平成28年度生活
習慣病検診従事者講習会を平成28年 6月 25日（土）に開催する。 
講演会や講習会は、乳房撮影技術研修会；平成28年 6月 11日（土）・放射線安全管理セミ
ナー；平成28年 5月 21日（土）・第2回放射線安全管理セミナー；平成28年 9月 3日
（土）学術研修会；平成28年 10月 15日（土）・平成28年度マネジメント研修会；平成
29年 2月 4日（土）・県北支部秋季ナイトセミナー；平成28年 9月 2日（金）・平成28
年度中央支部第１回ナイトセミナー；平成28年 8月 26日(金)・平成28年度中央支部第2回
ナイトセミナー；平成29年 1月 27日(金)・県南支部第１回学術研修会；平成28年 6月 24
日（金）・県南支部第2回学術研修会；平成28年 10月 28日（金）・IT研修会；平成29
年 1月 21日（土）を開催する他、各種セミナー・学術研修会等を開催する。 



 
【４．関係団体と連携する事業；公１】 
１）後援・講師派遣等の事業；公１ 
秋田県健康づくり審議会の消化器がん部会・肺がん等部会・乳がん部会に委員を派遣する。秋
田大学次世代がん治療推進専門家養成プラン運営諮問委員会に委員を派遣する。秋田県がん診
療連携協議会・検討会に検討会委員を派遣する。その他関係団体の地方開催事業（秋田県核医
学技術研修会・東北循環器撮影技術研究会・全国循環器撮影技術研究会・東北MR技術研究
会・日本放射線技術学会救急撮影セミナー・東北放射線医療技術学術大会；平成28年 10月
22日～23日）等の後援を行う。 
 
２）日本診療放射線技師会との連携事業；公１ 
公益社団法人日本診療放射線技師会が主催する第32回日本診療放射線技師学術大会（岐阜
市）；平成28年 9月 16日(金)～18日(日)への実行委員・講師の派遣、演題発表の協力をす
る。各種会議へ派遣する。東北地区女性技師ワーキンググループへ委員を派遣する。その他、
共催事業としてフレッシャーズセミナー；平成28年 5月 21日（土）・業務拡大に伴う統一
講習会；平成28年 6月 18日（土）～19日（日）・平成28年 11月 19日（土）～平成28
年 11月 20日（日）を開催する。東北地区として放射線管理士分科会や機器管理士分科会な
どへ委員を派遣する。 
 
【５．情報提供事業；公１】 
１）機関誌の発行；公１ 
（１）会紙「AART 会誌」第 54 号 
発行時期を1月とし、掲載内容として巻頭言、年頭の挨拶、環境・保健事業功労者表彰、医療
放射線画像展報告、ピンクリボン報告、研修会報告、寄稿、広場、学術部から、管理士部会か
ら、施設紹介、新人紹介、理事会報告、学術大会プログラム、学術講演会プログラム、抄録
集、その他を予定し、発行部数600部とする会誌を発行する。 
 
（２）情報誌秋放技ニュース「LATITUDE40N」 
通巻 64発行時期を7月とし、掲載内容として巻頭言、功労賞、学術功労賞、総会報告、学術
大会報告、マネジメント研修会報告、母の日キャンペーン報告、研修会報告、開催案内、理事
会報告、各部からの報告、会員動向、その他を予定として発行部数600部とする情報誌を発行
する。 
 
（３）リーフレット 
「診療放射線技師とは・」「秋田県放射線技師会とは」「放射線への不安や疑間は?」のリー
フレットを公開講座やボランティア事業等で頒布する。 



 
２）その他の情報提供事業；公１ 
（４）ホームページの公開・運営事業 
一般の方へ「秋田県放射線技師会の紹介」「医療被ばく相談」「講演会のお知らせ」「放射線
技師とは」「養成校一覧」その他質問・相談に関する問い合わせに対応する。会員へ「学会・
研修会」「各種技師会活動の案内及び報告」等を掲載する。 
 
【相互扶助事業；他１】 
１）会員の福利厚生、交流と親睦、表彰に関する事業；他１ 
（１）会員の福利厚生に関する事業 
・会員の慶弔 
 
（２）支部会員相互の交流と親睦に関する事業 
・県北支部リクレーション；平成29年 2月 25日（土）、中央支部ボーリング大会；平成28
年 10月 7日（金） 
 
（３）表彰事業 
・日本診療放射線技師会30年表彰、日本診療放射線技師会50年表彰、秋田県診療放射線技
師会（功労賞・学術功労賞・奨励賞）、叙勲・褒賞、平成28年度環境・保健事業功労者知事
表彰など、表彰推薦者の依頼に対し、選定及び推薦、準備等を行う。 
 
（４）法人管理に関する事務処理 
管理運営に関する事務処理 
・会員管理、新規会員入会促進、理事会、総会の開催と議事録の作成・保管、法人としての諸
手続きを実践、刊行物の発送、事務所に備え置きする書類等の管理 
財務に関すること 
・財務諸表・予算書の作成、会計業務、資産管理、会費請求、税理士への相談 
 
２）メーカーとの共催事業；他１ 
エーザイ株式会社と共催で、第14回秋田CT テクノロジーフォーラムを平成28年 7月 2日
（土）、秋田市にぎわい交流館AUで開催する。 

以上 

 


